
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充、 
 

 
 

（11/25現在）  

あらゆる手立てを尽くして前年数超過をめざす取り組みを!! 

11/15 の中間集約報告を実施しました。21 府県からの報告を本日までに集約。11/25 現在の集約数は 1,458,299 筆となりました。報告日から

10日経過していますから、更に伸ばしている県もあることが予想されますが、昨年同期を3万ほど下回っている状況です。各都道府県議会向けの締め

切りが今週中という処もあります。自治体に引き去り（ネコババ）させないためにも、今週は全国、全学園であらゆる手立てに取り組みましょう 

 

高校生が「ジブンゴト」として大奮闘 

 署名の数と同時に、各県の署名運動での奮闘の様子が届けられています。岩手からは高校生が私学助成署名を牽引している様子が届きました。 

 盛岡誠桜高校では、10/9に開催された生徒総会で、生徒会執行部がパワーポイントを使って全校生徒に私学助成について説明を行いました。

その後、生徒会私学助成委員会が毎週月曜日にクラスの署名の集計を行い、グラフにして集約状況を各クラスに配布しています。 

 岩手では県内を4地区に分け、私学フェスティバルの会場を4年ごとに各地区に回しています。今年の会場は一関地区でした。その実行委員

会を担当した一関学院では、生徒会執行部とフェスプロメンバーが私学助成署名の集約状況をグラフにして、校長室前に掲示しています。 

 愛知新歓フェス、「びわこ」での全国高校生交流集会等で全国の仲間と出会った高校生が、各地で「ジブンゴト」として私学助成署名に取り組

んでいます。愛知はもちろん神奈川、滋賀、京都、大阪、兵庫でもフェスだけでなく高校生が街頭署名で奮闘をしています。 

. 

大人も「ジブンゴト」としてあらゆる手立てを打って署名数を伸ばそう!! 

 同じく岩手の花巻東高校では、生徒配布が認めら

ない中、組合員がお一人で職員室の教職員に署名簿

を配布。職場ニュース発行の度に、さらに1枚ずつ

署名用紙を追加配布し協力を要請しています。こう

した一人一人の地道な奮闘が署名数を伸ばします。 

 都道府県向けの署名集約は今週が最終盤となって

いきます。国の就学支援金拡充分の自治体独自予算

の引き去り（ネコババ）を許さず独自制度拡充に充

てさせ、1 人でも多くの私立高校生に拡充を届かせ

るためにも、署名が昨年集約数を超えていくことは

必須です。また、拡充にともない予想される生徒増

に向けた専任教員の増加、多忙化解消に向けた持ち

時数削減も根本問題である私学経常費助成の拡充が

なければ実現できません。 

 そのために、教職員一人一人が私学助成全国署名

を「ジブンゴト」として位置づけ、今週あらゆる手

立てを打って私学助成署名の集約をすすめましょう。 

  

この取り組みを全国全学園で!! 

 ☆ 署名提出してくださった家庭への

「更なるご協力のお願い」と再配布 

 ☆ 未提出家庭への電話作戦 

 「私学助成・就学支援金は全私立高校

生・ご家庭に関わるものです。ご協

力を」と協力訴え 

 → 担任への協力依頼、 

学年団での電話かけの手分け 

 ☆ 他団体、中学校PTA、小学校RTAへの協力要請 

 ☆ 卒業生、同窓生への協力要請と刈り取り 
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福岡の街頭署名の様子を伝える 

「福岡県私学助成をすすめる会NEWS」 


